王の友人
歴代誌第一27章の終わりには、ダビデの王国の運営を助けた軍の指揮官、各部族の役人、管理者、財務官、顧問、教育係、行政官たちの、長く詳細な一覧があります。何千人もの有能な人々が、政府と軍事生活のあらゆる分野を満たしていました。この章は、イスラエルの歴史上最も偉大な王国の一つの組織図のように読めます。
それから突然、33節の中にひっそりと記されている次の言葉を読みます。「アヒトフェルは王の顧問であった。アルキ人フシャイは王の友であった。」
その最後の描写は、この章にある他のあらゆる称号とは一線を画しています。会計官。司令官。監督者。相談役。助言者。しかし、「王の友」と呼ばれるのは、ただ一人の人物だけです。
ダビデは戦士たち、祭司たち、預言者たち、政治家たち、そして僕たちを治めました。しかし、彼のすべての権威と功績をもってしても、権力では与えることのできないものを、彼はなお必要としていました。それは友情でした。
この短い節は、ダビデについての非常に人間的な一面を明らかにしています。王は忠誠を命じることはできても、愛情を命じることはできません。助言者たちに囲まれていることはあっても、助言は交わりと同じではありません。妻たち、子どもたち、兵士たち、そして相談役たちがいても、なお指導者に伴う孤独を感じることがあります。
フシャイは、いかなる公職も代わることのできない役割を果たしました。
アブサロムがダビデに反逆したとき、フシャイは王を守るために自分の命を危険にさらすことによって、忠誠を証明しました（サムエル記第二15–17章）。彼は単にダビデにとって役に立つ者だったのではなく、個人的にダビデに献身していました。ダビデが彼を信頼したのは、彼が賢かったからだけでなく、彼を愛していたからです。
人生の初期に、ダビデはヨナタンとの間にこのような友情を経験していました。聖書は、ヨナタンがダビデを「自分自身のように」愛したと述べています（サムエル記第一18:1）。二人のきずなは、信頼、勇気、正直さ、そして共有する信仰の上に築かれていました。ヨナタンはダビデの最も暗い年月の間、彼を強め、またダビデの情熱的な性格に伴う感情の極端さを和らげました。
ヨナタンの死後、ダビデの人生はますます複雑になっていきました。彼の勝利は増えていきましたが、失敗もまた増えていきました。彼の家族は分裂しました。彼の道徳的な弱さが表面化しました。彼の家庭は、争い、野心、そして悲しみに満ちるようになりました。ダビデには多くの人間関係がありましたが、対等な者はほとんどいませんでした。
それが、「王の友」という短い句が非常に重要に感じられる理由かもしれません。
強い男性は、活動や責任、達成に自分を取り囲ませる一方で、ひそかに友情に飢えていることがよくあります。リーダーシップは人を孤立させます。成功は称賛者を引き寄せますが、必ずしも真の仲間を引き寄せるとは限りません。ダビデの物語は、最も有能な男性でさえ、見返りを求めずに率直に語り、注意深く耳を傾け、忠実であり、そばに立ってくれる誰かを必要としていることを思い起こさせます。
神は男性を、仕事とリーダーシップのためだけでなく、兄弟愛のためにも造られました。
悲劇は、多くの男性が、真の友人をますます少なくしながら年を重ねていくことです。仕事仲間や知人、さらには親族さえいますが、ヨナタンのような「魂の兄弟」も、フシャイのような忠実な仲間もいません。しかし聖書は、ダビデの偉大さのすべてのただ中で、この簡潔な称号を保存することによって、この必要を静かに尊んでいます。「王の友」。
なぜこれが重要なのか
現代文化では、特に男性の間で、独立心と自立が称賛されることがよくあります。しかし聖書は、友情を弱さではなく、賜物として示しています。ダビデの生涯は、交わりを伴わない強さが危険で不均衡なものになり得ることを示しています。
忠実な信者であっても、自分を個人的に知り、率直に問いただし、霊的に励ましてくれる、信頼できる人々を必要とします。時に、人の人生における最大の祝福は、さらなる達成ではなく、一人の忠実な友です。
